
前⽥正⼦
甲南⼤学マネジメント創造学部教授
元横浜市副市⻑
専⾨は社会保障論・地⽅⾏政論。ライフデザイン研究所を経
て、2003年から2007年まで横浜市副市⻑に就任。2009年か
ら2012年まで、内閣府地域主権戦略会議構成員に就任。近著
に『みんなでつくる⼦ども・⼦育て⽀援新制度』など。

倉⽥哲郎
⼤阪府箕⾯市市⻑
総務省を経て2008年より第15代箕
⾯市⻑に就任。就任時(３４歳２ヶ
⽉）は全国最年少市⻑。⼦どもの医
療費助成拡⼤、⼩中学校の耐震化
100％達成など、多彩な政策を展開。
現在、箕⾯市の⼈⼝は６年間で６％
の伸びを⽰し、住みよさランキング
で４年連続・⼤阪１位を達成してい
る。

◆講師プロフィール (五⼗⾳順）

時 間 プ ロ グ ラ ム

13:00~13:05 挨拶︓⻄村周三 (医療経済研究機構所⻑・社会保障審議会会⻑）

13:05~13:50 基調講演１︓「社会保障改⾰と市区町村財政」
⼩⻄砂千夫 (関⻄学院⼤学⼈間福祉学部教授)

13:50~14:35 基調講演２︓「市政運営から⾒た⽇本の社会保障の未来」
倉⽥哲郎 (⼤阪府箕⾯市市⻑)

14:35~14:45 休憩

14:45~15:30 講演１︓「⼦どもの福祉と⼦育てを⽀える市区町村の役割」
前⽥正⼦ (甲南⼤学マネジメント創造学部教授 元横浜市副市⻑)

15:30~16:15 講演２︓「社会保障の地⽅単独事業の現状と課題」
星野菜穂⼦ (和光⼤学経済経営学部教授)

16:15~16:30 休憩

16:30~17:30
パネルディスカッション
司会︓⻄村周三 (医療経済研究機構所⻑・社会保障審議会会⻑）
パネラー︓倉⽥哲郎、⼩⻄砂千夫、星野菜穂⼦、前⽥正⼦ (五⼗⾳順）

市区町村は少⼦⾼齢社会に対応できるか︓
地域と地⽅の視点から考える社会保障の課題

⼩⻄砂千夫
関⻄学院⼤学⼈間福祉学部・経済
学研究科教授
専⾨は財政学、地⽅財政審議会専
⾨委員ほか総務省等の研究会委員
等を歴任、主な著書に『社会保障
の財政学』（近刊、⽇本経済評論
社)、『⽇本財政の現代史』（編著、
有斐閣）、『統治と⾃治の政治経
済学』（関⻄学院⼤学出版会）

⻄村周三
医療経済研究機構所⻑
社会保障審議会会⻑
専⾨は医療経済学。京都⼤学副学
⻑を経て、2010年10⽉より2014
年3⽉まで国⽴社会保障・⼈⼝問題
研究所所⻑。近著に『社会保障の
国際⽐較研究』（共著）、『地域
包括ケアシステム―「住み慣れた
地域で⽼いる」社会をめざして』
（共著）など。

星野菜穂⼦
和光⼤学経済経営学部教授
専⾨は地⽅財政論。主な著書に
『地⽅交付税の財源保障』など。
社会保障関係の地⽅単独事業に係
わる研究として『検証 社会保
障・税⼀体改⾰』（共著）、「社
会保障関係の地⽅単独事業〜⻑野3
町村の事例から」など。
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